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テーマⅡ 学習成果の可視化

ものづくりの視点を重視した工学教育を通じて、
未知の分野に果敢に挑戦する創造性豊かな人材を育成する。

建学の理念

新潟工科大学が、目指すもの

多様化する入学者の力を最大限のばし、
「産業界及び地域の発展に貢献出来る技術者」を育成・輩出する。

学生を育てる大学オンリーワン

　平成26年度に新設された事業で、大学教育改革の先進的な取組を国が重点的に支援し、改革を加速させるプログラム。全国254の
大学、短大等が申請し、本学を含む47校が採択されました。
　この事業では、学生たちが日々成果を生み出し、そしてその実感を得ながら学びの改善ループを完遂させる「学習成果の可視化」を設計
します。さらに、ディプロマポリシーに基づいた有機的な授業体系とすべく、教員らによる教学マネジメントの改善ループとも連動させます。
本学では、平成27年度までにシステムの内容を検討し、同28年度から運用を開始。同31年度までに事業を検証することを目指しています。

■文部科学省 「大学教育再生加速プログラム」 （Acceleration Program for University Education Rebuilding ; AP事業）

■情報通信・電気通信業
コンピュータリテラシー、自分が志望する業界・業種の理解、
コミュニケーション能力（対話力）、情報処理試験（基本）、プログラミング言語

■建設業
人に負けない得意分野、人間力+志、幅広い知識、施工、法規、構造、設計製図、
プラン力、工学系知識の基礎、施工管理技士（土木・建築）、CAD操作

■その他
マネジメントに必要な簿記・会計、身に着けるべき基本的な事がら

■製造業

アンケート・ヒアリングから見えてきたもの（在学中に身につけてほしい力）

仕事に携わる上で必要な「人間力（挑戦力、創造力、コミュニケーション能力）」

挑戦力
（アクション）

高い目標に向かってチャレンジする行動力

失敗を恐れず、トライ&エラーの積み重ねと努力の精神

既成概念にとらわれない発想

課題を発見し、新しい解決方法を考える力

傾聴力（相手の話を聞くことができる）

理解判断力（相手の話を理解し、判断できる）

情報活用力（パソコンやインターネットを活用することができる）

説得力（説明スキルと知識をもつこと）

トータルコミュニケーション力（読み、書き、対話すること）

創造力
（シンキング）

コミュニケーション力
（チームワーク）
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　毎年学内で開催される「企業技術・要素会」は企業の仕事や技術、求められる人材像について、学生に触れてもらう、学んでもらう場です。対話
やヒアリングシートの集計を通して、企業は大学の中で培ってほしい学力・人間力を、学生は入社後に求められる学力・人間力を、それぞれが確
認できる仕組みを設け、大学教育の改善ループに結びつけることを目的としています。ヒアリングシートから可視化された情報は、学生が将来
のキャリア目標に対し、今後どういった姿勢で学びを深め、補うかの指導にも活かされます。

専門分野は誰にも負けないぐらいの気持ちで勉強してほしい、
製図の知識、材料力学、何かに秀でていると望ましい、機械製図、
コミュニケーション能力、材料力学、力学、機会要素、数学、
図面の読解、CAD操作、情報処理、シーケンサー、問題解決力、
基本英語力、基本PC能力、図面解釈（製図）、熱力学、機械工学、
光学技術、英語等外国語、切削加工、金型構造、CAD・CAM設計、
基礎としての化学、学力よりもチームで行動できる能力

産業界や地域が求める人材の輩出

●工学のスペシャリスト（基礎となる専門性を有している人材）
●自身の立ち位置を理解し、新潟工科大学人間力
　（挑戦力・創造力・コミュニケーション力）を有している人材
●自己のことだけではなく公共的な視点で志向できる人材
●地域の視点からグローバルな思考ができる人材

　本学は、地域産業界の熱い想いの基に開学した工科大学であり「産業会及
び地域の発展に貢献できる技術者」を育成し、輩出することが大きな使命で
す。地域の小規模単科大学である本学へ入学してくる学生の学力は多様化し
ています。入学者の力を最大限伸ばし、学士としての質保証を図るととも
に、次の要素を備えた人材を育成します。

育成する人財

製造業
建築業 その他

情報通信・電気通信業

ヒアリングシートの集計結果
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地域の現在と未来を見据える産業界の目線
を知ることは、学生・教員双方の改善ルー
プに極めて重要です。毎年学内で開催して
いる「対話型企業技術・要素会」及び
「学 内合同会社説明会」には、2、3 年次
学生の大半が参加します。学生は企業の方々
との対話を経て在学中に学ぶべきことを
振り返るなど、社会人意識が芽生える場と
なっています。企業の皆さんには、求める
学生像や、在学中に身につけてほしい基礎
学力を尋ねるアンケートを実施させていた
だいています。その結果はこの春「企業が
求める基礎学力到達度テスト」という形に
昇華させました。学生に毎年受験を課す
仕組みをつくり、既に試行実施されています。

社会の求めを知り、　　　　 を考える321
到達目標は学生に確実に理解されなければ
なりません。毎期の初め、学生は授業科目を
どう積み上げれば到達目標に達するかを示した
カリキュラムマップを見て履修計画を立てます。
毎期の終了時には自己評価をしたり、実際の
成績と自己評価との関係を考えたりするなど、
ディプロマポリシー※3 を繰り返し意識する機
会があります。「達成度自己評価システム」は
学生に無償配布しているタブレット端末からも
アクセスでき、情報は教員と共有されています。
また「ルーブリック評価」による到達度は
レーダーチャートなどでわかりやすく可視化
され、積極的な学修を促す支援ツールとなって
います。

積み上げた　　　　 を、常に可視化する
新入生の前期必修科目「工学ゼミ
Ⅰ」はＰＢＬベース※1 の授業です。
４月の課題は「卵落とし」。３ｍの
高さから卵を落下させても割れない
紙パッケージングを、学生一人
一人が考案します。これは、自
動車のエアバッグ、人工衛星のソ
フトランディングなど工業デザイ
ンに通じる課題です。そして、卵
が割れたのか割れないのか、構造
は、工作技術は、と多様な軸で実
施したルーブリック評価※2 の結果
は、ポートフォリオシステムを通
じて「熱いうちに」学生たちに
フィードバックされます。

振り返ることにより、成長を　　　　 する

ルーブリック表

落下させた卵が割れなかった。さらに、衝撃を緩衝
させる為の仕組み構造が良好、もしくは工作精度が
著しく高かった。（22点）

落下させた卵は割れたが、衝撃を緩衝させる為の仕組
み構造が良好であったり、工作において精度や丁寧さ
が認められた。もしくは、落下させた卵が割れなかっ
たが、工作における精度や丁寧さに乏しかった。（19点）

作品を完成させた。
ただし、美しさと実用性が共に乏しかった。（16点）

期限内に作品を完成できなかった。（0点）
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合同説明会

※1 ＰＢＬベース＝Project Based Learningの略称。日本語訳は「プロジェクト型学習」「問題解決型授業」等。　
※2 ルーブリック評価＝「評価の観点」と「学習到達度を示す数値的な尺度」を表形式で示した指標。
※3 ディプロマポリシー＝学位の授与を定める基本的な方針。

対話型企業技術要素会

事業の全体像

学修の可視化システムの開発

学生の学びの改善ループ

学生の学びに関する改善ループを確実にまわし、

教育改革をすすめます。

1. 自己の学修目標・計画を立案する

2. 学修を行い、学修成果を蓄積するまた、ルー

ブリック評価・到達度テスト・産業界の連携

による自己評価などで可視化された学修成果

を認識し、自分の立ち位置を把握する

3. 学修成果・評価をもとに教員と面談を行い指

導を受ける

4. 自己の学修成果や面談結果をもとに、得意分

野の伸長・不得意分野の克服ができるよう学

修計画を改善する

教学マネジメントの改善ループ

大学全体の教学マネジメントの改善ループを確実

にまわし、教育改革をすすめます。

1. ３つのポリシーを基軸に教育目標・計画を立案

する

2.  シラバスに基づき教育を行うまた、蓄積した学

修成果や学生の自己評価をもとに、個々の立ち

位置を学生と共通認識する

3. ＦＤ・ＳＤを実施、教職員の教育技術向上と認

識の共有をはかる

4. 産業界のニーズを反映し、また授業改善報告書

などと連携したポートフォリオに基づき教育計

画・方法の改善を行う

「実感」 「成果」 「戦略」

到達度テスト及び資格可視化
（リテラシー）

産業界との連携による自己評価
企業評価による可視化

ポートフォリオと連動した学修成果の可視化システム

全学的な学修成果の可視化システムの構築

学修成果の可視化を基軸とした2つの改善ループの構築

大学 学生共有化 教職員協働型
教育改革加速チーム

シラバスチェック
授業参観

企業の声を
取り入れ改善

教学
マネジメントの
改善グループ

学生の学びの
改善グループ学修成果の可視化

「3つのポリシー」
教育目標・計画

学修目標計画・
キャリアプラン

学修計画の
改善

教員との
面談

教育計画・
方法の改善

FD・SD

教育・学び

成 果
実 感
戦 略

ルーブリック評 価による可視化
（コンピテンシー）

産業界との連携による可視化

企業が持つ技術を認識し、求められる力をヒアリングすることにより自己の専門

知識や技術、教養力等の立ち位置を自己評価します。自己の立ち位置を理解し、

未来を想像することにより、主体的な学修につなげることが可能となります。

ルーブリック評 価による可視化

コンピテンシーが大きく反映する実験、実習科 目を中心に活用し、評価指標を学内で開発しま

す。数値になりにくい実験、論述レポートなどの 学修の成果をルーブリックで評価し、評価結果

をポートフォリオで共有化することによって、各節目で学修成果を確認でき、学生生活を通じ

た学修の伸長を学生個人・教員ともに共通認識 することが可能となります。

到達度テスト・資格取得による可視化

学年毎に学力・人間力の到達基準を定め、到達度テスト、学力テスト問題作成指針・

人間力評価指針を作成し、到達度テスト・評価（学力、人間力）を実施します。

その結果、伸びや授業内外の学修の取組等を個々に分析し、面談により学生の

学修計画の修正に反映させることが可能になります。


